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 外観
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テラス屋根の部分に関しましては、年数が

経っており足場を組む際に屋根材を外すと

、経年劣化している為割れる恐れがありま

す。

施工方法としましては

➀全面張替え(別途費用)

➁既存脱着・取付(別途費用)

➂下からサポートをして足場設置

※➁➂に関しましては、割れた屋根材の交

換は別途費用がかかりますので御了承下さ

い
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 外観

※給湯器部分は本来の施工が難しいもしく

は施工不可となります。

 外観

 外観
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 屋根

ｾﾒﾝﾄ:骨材＝1:3(ｾﾒﾝﾄ瓦は1:2)で作られて

おり、新築当時は基材・スラリー層・ｱｸﾘﾙ

塗装からなっています。

この瓦の施工の際は脆弱なスラリー層を除

去し塗装を行わないと、剥離を起こしてき

ますので、下地処理がかなり大事になりま

す。

施工手順

高圧洗浄(２回)…脆弱なスラリー層の除去

その後に下塗２回塗(屋根の下地再生補強)

・中塗・上塗を行います。

 屋根

同上

※クラック幅が広い場合や破損部分は予備

瓦がある場合は差し替えをおこないます。

※廃盤商品の瓦の場合、予備瓦を全て使用

して補修をした場合、同じ瓦が二度と手に

入らない可能性があり、次回の補修の際に

葺替え等の施工になると大きな費用が発生

する為、クラック幅が細い場合は補修をお

こない塗装をしていきます。

 鼻隠し

経年劣化しています。

劣化すると腐食、お住まいの痛みにつなが

りますので、下塗り又はケレン等の下地処

理・上塗りをおこないます。
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 軒天

経年劣化しています。

この部分は有孔ボードや軒天換気等を使用

する場合もあり、屋根裏部の湿気を逃がす

部分になります。

この部分は使用塗料を間違えると剥離等の

不具合につながりますので、通気性の良い

軒天専用の塗料で塗装をおこないます。

 樋・ダクトカバー

この部分は塩ビ素材になります。

劣化すると割れが生じたりすることがあり

ますので、塩ビ専用の下塗り又はケレン等

の下地処理・上塗をおこないます。

※樋バンドは鉄・スチール素材の為、鉄部

の下地処理(ケレン・サビ止め塗布)をおこ

ない塗装をしていきます。

 雨樋

同上
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 雨戸

こちらは鉄・スチール素材になります。

劣化が進むと腐食やサビの発生がしてきま

すので、劣化が進む前のメンテナンスをお

勧め致します。

対処方法

サビが発生しているうえに塗装をしてもす

ぐにサビが表面化してきますので、ケレン

作業・サビ止め等の下地処理を行い塗装を

していく必要があります。

 雨戸

同上

 換気フード

同上

※塩ビ素材の場合は樋と同じ施工方法とな

ります。
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 塀

この部分は地面から水や湿気を吸いはき出

す部分になり、この部分に耐久性の高い塗

装や膜を張る塗装をおこなうと、膨れる恐

れがありますので、通気性の良い塀の塗装

をおこないます。

 塀

同上

※旧塗膜が剥離をおこしています。

このまま塗装をしても旧塗膜から剥がれる

恐れがありますので、密着の悪い旧塗膜を

ケレン作業で除去し専用の下塗り・上塗り

を行います。

剥離部は既存との仕上りの違いや段差が多

少出ます。

 基礎

ｱﾙｶﾘ性のｺﾝｸﾘｰﾄは空気中の二酸化炭素や酸

性雨と結合することによって徐々に中性化

されます。

中性化されたｺﾝｸﾘｰﾄは表面にヒビが入るだ

けでなく、内部の鉄筋の腐食や膨張につな

がり構造物の性能低下につながりますので

、シーリング等で補修をおこないます。
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 基礎

同上

※0.3㎜以上のクラックは、シーリング材

等での補修が必要になります。 塗装の仕

上りは下地の影響を受けやすいので、補修

跡がわかる場合がございます。

 基礎

同上

 基礎

同上



11/11

 外壁　現状

 外壁　チョーキング現象

紫外線などにより塗膜の表面が劣化し、チ

ョークの粉状のような状態になっています

。この状態になると表面から雨水や湿気を

吸い込んでしまい、外壁や中の躯体の痛み

につながりますので、早めの塗装をお勧め

します。

 作成者：戸髙　勇樹

劣化診断士
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